【キンダースペース「モノドラマ」上演時の観客アンケートより】

・面白い。講談のように…。(62才　男性)

・このようなスタイルの演劇は初めてでしたのでとても新鮮でした。迫力を感じ、表現をすることの難しさも感じ、大変勉強になりました。(32才　女性)

・【藤十郎の恋】良かったです。やはり瀬田さんの語りは最高でした。(54才　女性)

・大きな動きは無いものの、目で芝居をしていて、とても迫力がありました。世界観を想像させられました。(21才　男性)

・動きのメリハリ、滑舌、強烈な意志力を感じさせる視線、くもりのない感情表現、A級の役者さんばかりですね。基本がしっかりしているというか、個性を支える下地がしっかりしているというか。(31才　男性)

・時間が早く過ぎました。言葉が想像につながり、目の前の役者さんの演技と頭の中の想像と二つを楽しめました。

・【高瀬舟】は弟のかみそりをぬくところがかなしかった。また見たいです。(10才　男性)

・ 一人芝居とも朗読劇とも少し違う、一風変わった語りと演出、舞台美術もシンプルながら、照明、音で感覚を刺激され、情景がありありと浮んできました。

・小説を読む時の想像力と近しい想像があったように思いました。照明と音響がすごくすんなりと物語の中から出てくるというか……。すごく良かったです。

・ 稽古場に吊り物一つ吊って、ライト一つ当てただけで、そこは妖しい中国のウラ路地です。｢アグニの神｣今度教育実習の教材で使おうかと思います。｢モノドラマ｣は初めて観ましたが、非常に新鮮な印象を受けました。お芝居の全てのポイントが詰っているんですね。

・ 話し手の話に吸い込まれてその状況がよく浮かび上がり楽しかった。

・ 動きひとつで場面が変わるのを実感出来ました。

・ 美しい日本語をもっと沢山聞かせてください。良い企画だと思います。

・ たたずまいが素晴らしかったです。
「小僧の神様」の完成度が高かったと思う。

・小説をそのまま舞台で演じるということは、読んでいるのとは違った想像力がかきたてられて良かったです。演出が過剰でなかったのも良かったです。

・ モノドラマは初めて拝見しましたが、単なる朗読とは異なり、より深く心に訴えるものを感じました。他の作品も拝見したく思いました。

・ ｢アグニの神｣は予習して観ることにしました．原作に忠実で、作品が二次元から三次元になるさまを楽しみ、味わいました。
・ 初めてのモノドラマ!　おもわず引き込まれた時間でした。通常の演劇とは違った面白みも感じることが出来ました。

・ ｢小説を一つの空間に｣ということが舞台を観て納得出来ました。文章の演劇化、本当に素晴らしかったです。

・ すごく楽しく観させていただきました。舞台での視線、手の使い方、表情、リアクション…………

・モノドラマを初めて観ました。そこに実際にない物をたくさん見せていただきました。

・ モノドラマが大好きです。
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